
筑波大学人文・文化学群日本語・日本文化学類 
開設授業科目「成績評価基準」 

 

 

科目番号：AE54B31, AE54B41 
科 目 名：専門英語 B I、BII共通 
担当教員：安永麻里絵 
成績評価方法：①確認テスト 50%、②英作文課題 50% 
成績評価基準： 

 

 A+（90点以上） A（80～89点） B（70～79点） C（60～69点） D（60点未満） 
① 確認テスト（50%） 日本語・日本文化に関

する高度に学術的な

英文の難解な文構造

を理解し、詳細な議論

の展開を正確に把握

することができる。 

日本語・日本文化に関

する学術的な英文の

文構造や論旨を十分

に把握することがで

きる。 

日本語・日本文化に関

する学術的な英文の

文構造や論旨をある

程度正確に把握する

ことができる。 

日本語・日本文化に関

する学術的な英文の

簡潔な文構造や大ま

かな論旨を把握する

ことはできる。 

日本語・日本文化に関

する学術的な英文の

文構造や論旨を把握

することができない。 

② 英作文課題（50%） 英語文法に従った文

を構成し、英語の学術

的な文章の慣例に従

って、他者の見解や主

張を適切に参照しつ

つ精密な議論を展開

し、主旨を明快に示す

ことができる。 

英語文法に従った文

を構成し、英語の学術

的な文章の慣例に従

って議論を展開し、主

旨を明快に示すこと

ができる。 

英語文法に従った文

を構成し、英語の学術

的な文章の慣例に従

って、論旨を明快に示

すことができる。 

英語文法に従った簡

潔な文を構成し、簡潔

な論旨を明快に示す

ことができる。 

英文法・語法の誤りが

多く、論旨が不明瞭で

ある。 

③ 日本語・日本研究に
特化した英語の知識

と表現（課題①②の

両方に関連して）＊ 

日本語・日本文化研究

に必要な、分野に特化

した英語の語彙や表

現の高度な運用能力

を身につけており、日

本語・日本文化研究に

関する主題の複雑な

日本語・日本文化研究

に必要な、分野に特化

した英語の語彙や表

現の高度な運用能力

を身につけており、日

本語・日本文化研究に

関する主題の簡潔な

日本語・日本文化研究

に必要な、分野に特化

した英語の語彙や表

現について、基礎的な

知識を習得し、日本

語・日本文化研究に関

する主題の簡潔な内

日本語・日本文化研究

に必要な、分野に特化

した英語の語彙や表

現について、基礎的な

知識を習得している。 

日本語・日本文化研究

に必要な、分野に特化

した英語の語彙や表

現の基礎的な知識の

習得が不十分である。 



 

 

内容を、非日本語話者

に向けて的確に表現

できる。 

内容を、非日本語話者

に向けて的確に表現

できる。 

容を、非日本語話者に

向けてある程度表現

することができる。 
＊成績評価方法の割合は定めないが、確認テストと英作文課題の両方において、③日本語日本文化研究に特化した英語の知識（具体的には、

日本語の単語や表現を英語の日本研究におけるアカデミックライティングで標準的なローマ字推奨形式に則って記述できるか、さらに非日本

語話者を対象とした場合に必要となる付加的な説明が記述できるか）を加味することにしています。 
 


